
須
　

磨
　

弥

吉

郎
「
日
本
人
ス
マ
」
世
界
の
外
交
官

政

治

家

へ

の

夢

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
秋
田
市
土
崎
港
（
旧
南
秋
田
郡
土
崎
新
城
町
）
で
生
ま
れ
た
須
磨
弥
吉
郎
が
、
特

待
生
と
し
て
入
学
し
た
秋
田
中
学
を
卒
業
し
た
の
は
明
治
四
十
四
年
で
あ
る
。
同
級
生
に
、
後
に
秋
田
県
知
事
と
な
っ



た
池
田
徳
治
が
い
た
。

後
年
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
六
月
八
日
、
須
磨
は
母
校
で
講
演
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
秋
中
に
通
学

し
て
い
た
こ
ろ
の
自
身
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
土
崎
か
ら
一
里
半
の
道
を
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。
そ
の
時
い
つ
も
目
に
つ
い
た
の
が

鳥
海
山
で
あ
り
、
太
平
山
で
し
た
。
こ
の
二
つ
の
山
が
い
か
に
も
ど
っ
し
り
と
線
が
太
く
、
天
を
つ
く
ば
か
り
に
立
っ

て
い
る
。
こ
の
印
象
は
、
私
の
一
生
涯
消
え
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
秋
田
は
強
い
線
の
張
り
の
あ
る
、

ど
っ
し
り
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
万
事
を
や
っ
て
ゆ
く
べ
き
人
に
は
恰
好
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
（
『
秋

高
百
年
史
』
）

秋
田
中
学
卒
業
後
、
須
磨
は
、
秋
田
県
知
事
の
推
薦
で
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
官
立
広
島
高
等
師
範
学
校
（
広

島
文
理
科
大
学
な
ど
と
共
に
広
島
大
学
に
統
合
）
に
進
み
、
英
語
を
修
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
広
島
高
等
師
範
在
学

中
に
、
妻
と
な
っ
た
山
田
は
な
（
華
）
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。

は
な
夫
人
は
、
長
野
県
下
諏
訪
に
生
ま
れ
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
前
身
）
を
出
た
才

媛
で
、
須
磨
よ
り
七
歳
年
長
で
あ
っ
た
。

大
正
五
年
一
月
、
須
磨
は
広
島
高
師
を
中
退
し
て
上
京
す
る
が
、
時
の
校
長
は
須
磨
に
対
し
て
、
「
教
育
者
を
養
成

す
る
た
め
の
学
校
で
政
治
家
を
志
す
の
は
怪
し
か
ら
ぬ
」
と
申
し
渡
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
政
治
家
に



な
る
こ
と
は
、
須
磨
の
少
年
時
代
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
。

は
な
夫
人
と
と
も
に
東
京
に
出
た
須
磨
は
、
同
年
九
月
中
央
大
学
英
法
学
科
に
入
学
し
、
翌
年
に
は
さ
ら
に
東
京
帝

国
大
学
文
学
部
英
文
学
科
の
選
科
生
に
も
な
る
。

戦
前
、
帝
国
大
学
は
、
旧
制
高
等
学
校
、
帝
国
大
学
予
科
（
北
海
道
、
京
都
、
台
北
）
お
よ
び
同
等
の
資
格
試
験
を

通
っ
た
者
し
か
正
規
の
学
生
と
認
め
な
か
っ
た
。
選
科
と
い
う
の
は
、
正
規
の
学
生
で
は
な
い
聴
講
生
の
入
学
を
許
可

す
る
制
度
で
あ
っ
た
。

大
正
七
年
十
月
、
須
磨
は
高
等
文
官
試
験
行
政
科
に
合
格
す
る
が
、
家
庭
で
は
、
後
に
東
大
法
学
部
を
卒
業
し
て
名

外
交
官
と
な
っ
た
長
男
未
千
秋
が
誕
生
し
て
、
二
重
の
喜
び
に
包
ま
れ
た
。

高
文
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
を
契
機
に
須
磨
は
、
翌
年
二
月
に
東
大
選
科
を
退
学
す
る
が
、
中
央
大
学
の
方
は
七
月

に
卒
業
し
、
十
月
に
は
高
等
文
官
試
験
外
交
科
（
外
交
官
試
験
）
に
も
合
格
し
て
、
外
務
省
条
約
局
第
一
課
に
勤
務
す

る
。
同
期
よ
り
三
歳
年
嵩
の
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

入
省
後
、
大
正
十
年
に
は
外
交
官
補
に
任
じ
ら
れ
て
英
国
勤
務
、
十
一
年
に
は
大
使
館
三
等
書
記
官
に
任
じ
ら
れ
て

翌
年
か
ら
ド
イ
ツ
で
勤
務
し
て
い
る
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

須
磨
が
初
め
て
中
国
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
昭
和
二
年
で
あ
る
。
公
使
館
二
等
書
記
官
と
し
て
北
京
に
在
勤
す
る
が
、



そ
れ
は
、
当
時
一
等
書
記
官
で
あ
っ
た
重
光

葵
と
の
初
め
て
の
出
会
い
で
も
あ
っ
た
。

当
時
、
外
交
官
試
験
に
合
格
し
た
役
人
は
、
欧
米
語
は
よ
く
勉
強
す
る
が
中
国
語
は
あ
ま
り
勉
強
し
な
か
っ
た
。
そ

う
し
た
中
で
、
会
話
が
で
き
る
ほ
ど
ま
で
中
国
語
を
学
ん
だ
外
交
官
は
須
磨
た
だ
一
人
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
語
学

に
お
け
る
須
磨
の
才
能
と
努
力
を
伝
え
て
い
る
逸
話
で
あ
る
。

須
磨
は
、
五
年
に
領
事
館
領
事
と
し
て
広
東
に
勤
務
し
、
七
年
に
は
、
一
等
書
記
官
と
し
て
上
海
の
日
本
公
使
館
情

報
部
長
の
職
に
就
き
、
多
彩
な
情
報
源
か
ら
得
た
貴
重
な
情
報
を
洪
水
の
よ
う
に
東
京
の
本
省
に
打
電
し
つ
づ
け
る
。

ち
な
み
に
、
大
使
、
公
使
は
外
交
使
節
の
階
級
で
、
ど
ち
ら
も
本
国
を
代
表
し
て
外
交
交
渉
を
行
う
の
に
た
い
し
、

領
事
は
、
本
国
を
代
表
し
た
外
交
交
渉
は
で
き
な
い
が
、
一
定
の
管
轄
区
域
内
で
、
在
留
自
国
民
の
保
護
や
旅
券
・
査

証
な
ど
の
発
行
を
行
う
機
関
で
あ
る
。
重
要
な
地
域
に
は
、
規
模
の
大
き
い
総
領
事
館
の
置
か
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
大
正
八
年
三
月
に
は
日
本
が
国
際
連
盟
を
脱
退
、
十
月
に
は
ド
イ
ツ
も
脱
退
し
て
国
際
緊
張
は
急
速
に
高
ま

る
が
、
須
磨
は
総
領
事
と
し
て
南
京
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
翌
九
年
一
月
に
は
公
使
館
一
等
書
記
官
兼
務
と
な
っ
て
忙
し

い
毎
日
を
送
っ
た
。

十
一
年
間
に
及
ぶ
中
国
在
勤
を
終
え
た
須
磨
は
、
昭
和
十
二
年
に
は
駐
米
大
使
館
参
事
官
と
し
て
渡
米
、
二
年
後
に

外
務
省
に
帰
っ
て
七
代
目
に
し
て
最
後
の
情
報
部
長
を
務
め
、
翌
年
に
は
特
命
全
権
公
使
と
し
て
、「
世
界
の
展
望
台
」

と
言
わ
れ
て
い
た
中
立
国
ス
ペ
イ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
、
席
の
あ
た
た
ま
る
暇
も
な
く
世
界
を
飛
び
歩
く
。

ス
ペ
イ
ン
に
出
た
こ
と
に
つ
い
て
須
磨
は
、
冗
談
ま
じ
り
に
、
自
分
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
の
順
に
あ
る
い
て
回
っ

た
、
と
述
懐
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
（
イ
ギ
リ
ス
）
の
Ｂ
、
中
国
（
チ
ャ
イ
ナ
）



の
Ｃ
、
ド
イ
ツ
の
Ｄ
、
そ
し
て
エ
ス
パ
ニ
ア
（
ス
ペ
イ
ン
）
の
Ｅ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

マ
ド
リ
ー
ド
に
着
任
し
た
須
磨
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
参
戦
の
鍵
は
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
チ
ル
が
握
っ
て
い
る
と
考

え
、
そ
の
動
向
の
把
握
に
細
心
の
注
意
を
払
う
。
公
使
館
の
ラ
ジ
オ
に
朝
か
ら
晩
ま
で
か
じ
り
つ
き
、
「
ラ
ジ
オ
の
番

人
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
も
奉
ら
れ
た
。
昭
和
十
六
年
八
月
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
大
西
洋
会
談

な
ど
に
つ
い
て
本
省
に
送
っ
た
須
磨
の
情
報
は
、
広
い
視
野
と
鋭
い
観
察
に
裏
打
ち
さ
れ
た
き
わ
め
て
精
度
の
高
い
も

の
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

終
戦
後
の
昭
和
二
十
年
十
二
月
六
日
、
東
京
か
ら
須
磨
の
も
と
に
戦
犯
容
疑
者
と
し
て
上
位
に
指
名
さ
れ
た
旨
の
電

報
が
届
き
、
戦
犯
は
処
刑
さ
れ
る
と
の
噂
が
流
れ
る
。
し
か
し
須
磨
は
そ
れ
を
覚
悟
で
翌
年
帰
国
、
家
族
も
身
の
回
り

を
整
え
て
そ
の
時
に
備
え
た
が
、
数
回
の
尋
問
を
受
け
た
だ
け
で
身
柄
を
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
二
十
六
年
に
は

戦
犯
指
定
そ
の
も
の
が
解
除
に
な
っ
た
。

昭
和
二
十
八
年
の
吉
田
茂
首
相
に
よ
る
バ
カ
ヤ
ロ
ー
解
散
の
直
後
、
改
進
党
総
裁
に
就
任
し
て
い
た
重
光
葵
か
ら
「
改

進
党
内
閣
に
は
須
磨
外
務
大
臣
が
不
可
欠
」
と
請
わ
れ
て
衆
議
院
に
立
候
補
し
当
選
す
る
。
六
十
歳
に
な
っ
て
い
た
須

磨
の
新
し
い
出
発
で
あ
っ
た
。

二
年
後
の
総
選
挙
で
も
当
選
し
て
吉
田
茂
内
閣
批
判
の
先
陣
を
切
る
が
、
か
つ
て
は
外
務
省
で
先
輩
後
輩
の
間
柄
で

あ
っ
た
吉
田
と
の
政
治
上
で
の
駆
け
引
き
に
は
ま
り
、
事
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
。
政
界
か
ら
の
引
退
を
す
す
め
る

は
な
夫
人
の
助
言
も
あ
り
、
三
度
目
の
出
馬
が
う
ま
く
ゆ
か
ず
に
落
選
し
た
の
を
機
に
政
界
か
ら
は
身
を
引
い
て
、
母

校
中
央
大
学
の
常
任
理
事
に
就
任
し
た
。



し
か
し
、
そ
の
か
た
わ
ら
で
日
本
国
連
協
会
理
事
、
日
本
ス
ペ
イ
ン
協
会
会
長
な
ど
も
務
め
て
、
豊
か
な
外
交
経
験

を
復
興
途
上
の
母
国
の
た
め
に
生
か
す
こ
と
も
怠
ら
な
か
っ
た
。

須
磨
と
言
え
ば
雄
弁
家
と
し
て
有
名
で
、
語
り
始
め
る
と
話
題
は
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、
巧
み
な
話
術
と
相
ま
っ
て

そ
の
弁
舌
は
多
く
の
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

秋
田
高
校
で
も
何
度
か
講
演
し
て
い
る
が
、
そ
の
様
子
の
一
端
は
、
秋
高
Ｏ
Ｂ
で
唯
一
の
直
木
賞
受
賞
者
で
あ
る
西

木
正
明
の
『
梟
の
朝
』
に
も
小
説
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

卓
越
し
た
語
学
力
、
世
界
観
、
芸
術
観
を
有
す
る
須
磨
は
「
日
本
人
ス
マ
」
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
た
が
、
そ
の

一
方
、
誰
と
で
も
率
直
に
付
き
合
う
の
で
「
裸
の
外
交
官
」
と
し
て
も
親
し
ま
れ
た
。

私
生
活
に
お
い
て
も
、
文
字
通
り
裸
の
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
須
磨
は
毎
朝
五
時
に
は
起
き
、
ま
ず
薙

刀
を
振
り
回
す
こ
と
数
十
回
、
次
い
で
、
八
十
キ
ロ
近
い
巨
体
に
バ
ン
ツ

ー
枚
と
い
う
い
で
た
ち
で
、
秋
田
犬
を
お
伴

に
一
、
二
時
間
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
い
う
の
が
日
課
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
太
陽
論
者
の
須
磨
は
、
み
ず
か
ら
サ
ン
倶
楽
部
を
主
唱
し
て
つ
ね
に
太
陽
の
ご
と
く
明
る
く
健
康
に
ふ
る
ま

い
、
家
庭
で
は
バ
ン
ツ
一
丁
で
過
ご
す
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

須

磨

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

他
方
、
須
磨
の
絵
画
好
き
、
蒐
集
癖
は
秋
田
中
学
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
土
崎
の
自
宅
か
ら
秋
中



ま
で
の
道
す
が
ら
、
矢
の
根
石
を
集
め
た
り
、
篆
刻
に
凝
っ
て
み
た
り
と
い
っ
た
具
合
で
、
生
涯
に
わ
た
る
美
術
へ
の

関
心
の
出
発
点
は
こ
の
あ
た
り
ら
し
い
。
最
初
は
お
菓
子
の
ブ
リ
キ
箱
に
、
使
い
込
ま
れ
た
絵
筆
と
画
帳
を
し
の
ば
せ
、

後
年
は
、
絵
の
具
や
画
帳
な
ど
絵
画
の
七
つ
道
具
一
式
を
入
れ
た
カ
バ
ン
を
ど
こ
に
で
も
携
行
し
て
、
旅
先
の
み
な
ら

ず
車
窓
か
ら
も
描
き
つ
づ
け
、
一
万
点
を
越
す
水
彩
画
や
水
墨
画
を
残
し
た
。

戦
後
は
個
展
を
数
回
開
い
て
い
る
ほ
か
、
秋
田
を
題
材
に
し
た
画
帳
も
『
土
崎
帳
』
『
十
和
田
帳
』
な
ど
と
題
し
て

残
し
て
い
る
。
須
磨
は
南
画
院
の
同
人
に
な
っ
て
お
り
、
第
十
九
回
南
画
院
展
に
出
品
さ
れ
た
「
心
眼
観
仏
」
は
、
須

磨
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

故
郷
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
獅
子
吼
会
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
明
治
四
十
四
年
度
に
秋
田
中
学
を

卒
業
し
た
有
志
が
集
っ
た
も
の
で
、
大
い
に
世
を
語
り
合
い
、
若
い
人
を
見
習
い
、
い
い
仕
事
を
残
そ
う
と
い
う
趣
旨

で
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
発
足
し
た
同
期
会
で
あ
る
。

会
員
に
は
小
玉
確
治
（
小
玉
合
名
代
表
社
員
）
、
平
沢
長
吉
（
国
会
議
員
）
、
池
田
徳
治
（
民
選
に
よ
る
第
二
代
秋
田

県
知
事
）
な
ど
、
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
「
獅
子
吼
会
」
と
い
う
命
名
が
須
磨
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
記
念
に
須
磨
が
刎
頸
の
友
の
小
玉
確
治
に
贈
っ

た
「
獅
子
の
図
」
は
、
五
百
年
以
上
も
前
の
中
国
の
画
家
胡
儼
が
描
い
た
畳
二
畳
ほ
ど
の
大
作
で
あ
る
。

「
獅
子
の
図
」
を
含
む
蒐
集
癖
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
赴
任
地
で
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
。
十
一
年
間
過
ご
し
た
中
国

で
は
、
書
画
、
彫
刻
、
陶
器
な
ど
の
美
術
品
を
一
万
点
以
上
も
集
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ス
ペ
イ
ン
赴
任
の
際
に
は
五
年
間
で
千
七
百
点
の
美
術
品
を
蒐
集
し
て
い
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
庶
民
を
描
き



つ
づ
け
た
郷
土
画
家
ソ
ラ
ー
ナ
の
作
品
と
の
出
会
い
は
着
任
後
間
も
な
く
で
あ
っ
た
と
、
須
磨
の
長
男
・
未
千
秋
が
編

ん
だ
『
須
磨
弥
吉
郎
外
交
秘
録
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
ソ
ラ
ー
ナ
の
他
、
グ
レ
コ
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
、
ゴ
ヤ
等
の
名
作
も
須
磨
の
蒐
集
の
中
に
入
っ
て
い
る
が
、
終
戦
と

同
時
に
、
須
磨
の
蒐
集
品
は
ス
ペ
イ
ン
に
留
め
置
か
れ
た
。

そ
の
後
、
二
十
年
以
上
に
及
ぶ
長
い
返
還
交
渉
の
末
に
約
五
百
点
が
須
磨
の
手
に
戻
り
、
そ
の
う
ち
の
約
三
百
点
が
、

長
崎
開
港
四
百
年
を
機
に
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
公
開
展
示
さ
れ
て
い
る
。

須
磨
に
は
、
既
述
の
画
帳
以
外
の
著
書
も
多
く
、
昭
和
三
十
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
豪
華
本
『
と
き
（
須
磨
日
記
）
』

の
他
、
『
外
交
秘
録
』
『
夢
』
『
ス
ペ
イ
ン
芸
術
精
神
史
』
『
世
界
動
乱
の
三
十
年
』
『
ス
タ
ー
リ
ン
の
碑
銘
』
な
ど
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

長
年
に
わ
た
る
須
磨
の
幅
広
い
活
動
に
対
し
て
昭
和
四
十
年
に
勲
二
等
旭
日
重
光
章
が
授
与
さ
れ
た
が
、
そ
の
五
年

後
の
四
月
三
十
日
、
英
傑
の
外
交
官
須
磨
は
七
十
七
歳
に
し
て
東
京
で
病
没
し
た
。
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